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酸素発生反応(OER)は、水分解ならびに金属空気電池の充電反応に相当する重要な反応である

が、何段階もの電子移動反応から構成された複雑な反応機構をもつ。そのため、その反応速度

を既存の電気化学触媒によって大幅に向上させることは難しく、過電圧が低くて電流密度が高

いという要件を同時に満たす酸素発生(OER)触媒の設計が求められる。我々は、金属的な電子状

態と絶縁体的な電子構造を併せ持つ非フェルミ流体に着目して、RRDE（回転リングディスク電

極）測定により、その酸素発生(OER)活性を評価した。その結果、非フェルミ流体の一種である

Hg2Ru2O7は Figure 1のように既存の酸化物中で最も過電圧が低く（~150 mV, 10mA/cm2）、高電

位での電流密度も極めて高い (1.5 V vs. RHE, ~100 mA/cm2）ことが明らかになった[1]。これは電

気伝導性の高い Ru 酸化物の過電圧が低いという長所を最大限に発揮しつつ、高電位では電流密

度が低く、安定性も低いという RuO2の短所を解決したものである。新たな酸素発生(OER)触媒

の設計には、金属的な電子状態と絶縁体的な電子状態を併せ持つという指針が有効と言える。 

 

 Figure 1. OER activity of Hg2Ru2O7 (non-Fermi liquid) and other related pyrochlore ruthenates. 
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